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･L･ツ

コ
著

｢聖

も--
マ

ス

･
ア
ク
ィ

ナ

ス
倦
｣
の
源
泉

五

百

族

東

屋

治

郎

は
し
が
垂
-

繋
･L
-
マ
ス
･
ア
ク
ィ
ナ
ス
が
､
近
時
粒
々
な
る
方
南
よ
り
図
心
の
的
と
せ
ら
る
る
に
到

っ
た
こ
と
は
'
注
目
す
べ
き
蔚
著
な
る
現
象

な
り
と
云
は
ね
ぼ
な
ら
ぬ
o
彼
は
唯
に
哲
学
神
学
の
万
両
よ
り
折
究
せ
ら
る
る
に
止
ま
ら
ず
'
亨
た
政
曾
撃
.
雛
済
寧
'
法
律
寧
'
其
他
多
-
の
撃
的
立

場
よ
り
考
察
せ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

筆
者
も
ま
た
聖
ト
ー

マ
T(
の
学
問
を
考
究
せ
ん
と
志
す
も
の
で
あ
る
が
､
既
に
枚
起
し
述
べ
た
る
如
-
､
､
彼
の

｢
畢
関
的
性
絡
｣
を
理
解
す
る
た
め
に

は
'
ま
づ
彼

の
生
満
､
特
に
彼
の
聖
者
的
生
満
を
充
分
に
認
識
す
る
こ
と
が
前
提
健
件
tL･毒

す
も
の
と
琴

(
る
｡
こ
の
意
味
に
於
て
'
聾
者
は
さ
尊
に
ト

ー
マ
ス
の
停
記
史
料
に
閑
し
些
か
批
判
を
試
み
た

(
準
糾

｢
榊
単
車
の
聖
者
ト
-
マ
1
･
ア
ク
ィ
ナ
ス
｣
神
戸
内
大
創
畢

二
十
周
年
記

念

論

文

集
一
同

｢
ト
ッ

コ
著

『
聖
ト
ー
マ
ス
･
ア
ク
ィ
ナ
ス
俸
』
批
判
｣
村
民
経
済
雑
誌
第
五
九
怨
讐

ハ
毅
)
｡
本
荒
に
於
て
は
､
丑
ト
ー
マ
ス
の
生
活
を
知
る
上
に
最
も

重
要
な
る
絶
利
的
俸
詑
史
料
た
る

L
l

コ
の

】
梁
ト
ー

マ

ス
･
ア
ク
ィ
ナ
ス
俸
｣

に
関
し
て
､
其
の
源
滋
を
卯
に
し
て
見
た
い
と
思
ふ
.

翌

ト
ー

マ
ス
･
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
俸
記
を
書
-
に
常
-
'
r･L
ツ

コ
の
利
属
し
た
源
泉
的
資
粁
は
､
之
を

(
一
)
書
q
J
物

の
形
態
を
傍

へ
て
ゐ
な

い
著
者
の
目
撃
並
に
他
人
の
琴
言
と

(
二
)
欧
に
書
き
物
と
在
っ
て
ゐ
た
他
人
の
著
述
の
二
つ

ト
ツ
コ
著

｢
聖
ト
ー
マ
ス
･
ア
ク
ィ
ナ
ス
惜
し

の
源
泉

(
三

二

)

1



節
六
十
谷

飾
三
鞭

(三
一
二
)

二

に
分
つ
こ
と
が
出
凍
る
｡

f

ト
ッ
コ
薯

｢
ト
ー

マ

ス
俸
｣
の
源
泉
は
'

一
部
分
彼
の
自
ら
目
撃
し
カ
と
こ
ろ
に
馨
し
て
ゐ
る
｡
彼
は
ナ
ポ
リ

に
於
で
行
は
れ
た
･1
-

マ
ス
の
詮
堂
調
査
に
際
L
t
次
の
如
き
琴
言
を
提
出
し
た
｡

｢
私
は
､
･L
I

マ

ス
修
士
が
'
哲
撃
に
関
す
る
彼
の
最
後
の
雰
作
と
息
は
れ
る
ア
リ
ス
ー
ブ
レ
ス
の

D
e
gen
era
tio
n
e

et
corruptio
ne
の
註
梓
(註
1)
に
筆
を
決
め
て
居
ら
れ
る
の
む
見
た
｡
ま
ね
彼
の
語
数
と
講
義
に
7P
列
し
た
が
'
そ
の

説
数
に
は
多
数
の
民
衆
が
集
ま
-
凍
っ
て
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
ゐ
た
｡
彼
は
柔
和
謙
遜
で
俗
事
を
軽
ん
じ
於
｡
ま
た
清

浄
潔
白
で
'

一
般
に
言
は
れ

手
の
る
と
fJ
ろ

に

ょ

れ
ば
'
彼
は
生
れ
た
ま
ま
の
童
貞
を
守
-
通
し
カ
と
の
rJ
と
で
あ

る
｣
(聾

1)
｡

ト
ッ
n
が
詮
聖
調
査
に
於
て
'
･L
I
マ
ス
に
就
き
直
接
自
ら
目
撃
し
た
こ
と
と
し
て
立
琵
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
右
に

轟
き
る
｡
ベ

ル

ス
タ
ー
の
言
ふ
と
rJ
ろ
に
よ
っ
て
見
て
も
'
ト
ッ
コ
の
自
ら
目
撃
し
た
rJ
と
は
大
鰐
rJ
れ
以
上
に
出
な

い
も
の
の
如
-
で
あ
る
(註
三
)
｡

尤
も
･1
ツ
コ
は
ト
ー

マ
ス
の
晩
年
'
如
ち

一
二
七
二
年
か
ら
七
四
年
ま
で
､
ナ

ポ

リ

に
於
て
ト
ー

マ
ス
と
同
じ
修
造
院
内
に
起
居
し
た
｡
従
っ
て
彼
は
直
接
の
経
験
よ
-
ト
ー

マ

ス
の
生
活
に
闘
L
t
史
に

多
-
の
立
竃
を
な
し
得
る
が
如
-
考

へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
｡
然
し
常
時
ト
ッ
コ
は
恐
ら
-
は
未
だ
三
十
飴
才
の
無

官
の
修
士
で
あ
っ
た
ら
う
と
恩
は
れ
る
｡
rJ
れ
に
反
し
､
･L
I

マ

ス
は
欧
洲
に
冠
L1
る
大
蔵
撃
と
し
て
､
払
カ
す
ら
研



究
と
所
-
に
波
頭
し
て
ゐ
ね
｡
従
っ
て
互
に
親
し
-
按
す
る
横
倉
は
'
･1
ツ
コ
が
ト
ー

マ
ス
の
和
書
役
と
し

て彼
の
学

問
的
多
作
の
手
樽
で
も
し
覆
い
限
-
､
少
を
か
っ
ね
に
商
連
な

い
｡

両
も
彼
ほ
か
･J
る
役
目
が
説
せ
ら
れ
て
居
だ
と
忠

は
し
め
る
如
き
痕
跡
は
い
づ
fJ
に
も
見
出
す
rJ
と
は
出
家
覆

い
｡

か
か
る
瓢
よ
-
見
て
も
､
ト
ッ
コ
の
｢
ト
ー

マ

ス
俸
｣

の
源
泉
的
資
料
は
殆
,化
ど
全
部
他
人
の
琴
言
と
報
告
に
依
存
し
た
も
の
と
言
は
ね
ば
を
ら
沿
｡
以
下
も
ッ
コ
に
此
等
の

琴
富
報
告
を
提
供
し
た
人
々
を
順
次
明
に
す
る
rJ
と
と
し
よ
う
｡

(
証

7
)

鼓

に
ト
ヅ

n
の
言
及
し
て
ゐ
る

D
e
g
e
n
eration
e
e
t
c
o
r
rup
tio
n
e

の
註
樺

(
ヴ
ィ
ヴ
ェ

ス
舷
ト
ー
マ
ス
全
集
夢
二
三
春
二
六
七
-

三
八
六
)

は
'
レ
オ
坂
の
ト
ー
マ
ス
全
集
が
出
版
せ
ら
れ
る

時
ま

で
(
一
八
八

六
年
)
仝
部

ト
ー
マ
ス
に
よ

っ
て
完
結
さ
れ
た
も
の
の
如
-
信
ず

る
人
が
多
か

っ
た
O

鎖
し
古
人
に
ょ

つ
て
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
ト
ー
マ
ス
の
著
書
日
銀

に
は
､
未
完
紡
な
る
旨
を
粥

に
L
L
去

る
も
の
が
少
-
な

い
｡
例

へ
ば

ト
ロ
メ
オ

･
ダ

･

ル
ッ
カ
の
日
蝕

(
M
a
n
d
onn
e
t､
D

es6
c
r
its
a
u
th
e
n
t
iq
u
e
s
d
e
S
･
T
h
o
m
a
s
,
1
91
0
p
･
G
J)
に
は

｢
未
完
給
｣
と
附
記
さ
れ
て
ゐ
る
｡
ま
た
認

聖
調
査

の
と
き
に
教
皇

に
墨
出
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ソ
シ
7
ル
な
日
放

(
o
p
.
°
it.
p
.
31)
及
び
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
こ
･
ダ

･
コ
ロ
ン
ナ
の
目
録

(
o

p
.
c
at.
p
.
g
S
)

等
に
は
'
同
書
第

一
審

(
su
p
e
r
p
r
im
u
m

Jib
ru
m
)
の
註
解
と

な

っ
て
ゐ

る
.

の
み
な
ら
ず
オ
ッ
ク
ス
フ
･,T
I

ド
の
メ
ル
ト
ン
･
カ
ー
レ
ブ
ヂ
に
あ

る
手
寓
本

(c
o
d
.
.37
4
)
に
よ
れ
ば
'
同

書
の
第

一各
節
十
七
講

()
)'.().I
.lec/L･.trJ7
の
終

り
に
あ
る

e
]･
a
n
a
lite
r
cot･rum
p
e
tu
r

vi
nu
m
,
ct
a
e
t

t
otalit+e
r
a
q
u
a
と

言
ふ

d
e
s
init
(結
び

の
句
)

の
次
に
､
左

の
如

N
J注
意
書
が
託
さ
れ
て
ゐ
る
｡

｢
こ
こ
で
rl
I
マ

ス
･
ア
ク
ィ

ナ
ス
修

士
の
叙
述

は
終
p
p

ス
ト
ー
ナ
の
ト
ー
マ

ス
修
士
の
叙
述
が
始
ま
る

(
H
ic
t
et･m
ina
tu
r
c
x
p
o
s
itio

fr
a
tr
is
T
h
o
m
a
e
d
c
A
clu
in
o
et
in
c
ip
it
e
x
p
ositio

fr
a
tr
is
T
h
om
ae
d
e
S
ut
h
ona
)

｣
と
｡
故

に
私
は
ダ

ラ
ー
プ

マ
ン
と
共

に

S
ic
u
t
tl･
itd
it
Ph
i70sop
hu
s
in
te
rtio
D
e
A
n
im
a
,
scien
tiae

s
e
c
a
n
tu
I･
q
u
e
m
a
d
m
o
(ど
lゴ
et
res.
と
首
ふ

in
c
ip
it
(
書
き
出
し
の
句
)
(E
d
.
V
iv
as
T
o
m
u
s
X
X
l
ll
p
.
2
(;(i)
よ
り
右

の

d
e
s
in
it
(
結

び

の
句
)

(

o
p
.
°it.
p
.
:3)
4
)
ま
で
が

卜
I二
三

の
撃

に
な

っ
た
も

の
と
信
ず

る
｡
ま
た
第

一
容
第

十
八
講

よ
り
解

二

十五
講
ま
で
.
及
び

第
二
容
全
部

は
ス
ト
-
ナ
の
ト
ー
マ
ス
に
よ
っ
て
書

か
れ
た
も
の
の
よ
う
に
考

(
,ら
れ
る
G
尤
も
此
鮎
に
就
て
ほ

T

reve
t
(
7
三
二
八
年
死
亡
)

の
rL
I
マ
ス
著
書

J･
ツ
コ
著

｢
繋
ト
ー

マ
ス
･
ア
ク
ィ
ナ

ス
俸
｣

の
源
泉

(llH
三)

三



第
六
十
番

鱒
二
戟

二
三

四
)

四

日
錬

(M
a
n
d
o
n
n
e
t,
o
p
.
eit･
p
.
79
)
に
､
ト
ー
マ
ス
が
恰
も
至

一巻
の
註
梓
を
し
た
如
-
息
は
し
め
る
句

D
e
g
e
n
er
a
tio
n
e
e
t
co
rru
p
tio
n
e
V

iニ)1･O
S
d
uo
s
が
あ
る
C

ま
た
マ
ン
ド

ヌ
ネ
の
如
き
現
今
有
数

の
擢
威
者
も
.
今
は
知
ら
ぬ
が
少
な
-
も

7
九
二
一
年
四
月
ま
で
に
関
す
る
限
り
.
ト
ー

マ
ス
が仝

二
番
の
詰
襟
を
し
た
も
の
と
信
じ
て
ゐ
た
｡
佃
こ
れ
ら
の
関
越
に
裁
て
は
上
塙
引
用
書
の
外
に
次
の
著
書
を
参
照
せ
ら
る
べ
L
O

G
r

ab
m
an
n
,
D
ie
W

erk
e
d
es
h
t.T
h
o
m
a
s
Y
o
n
A
q
u
i
n,1E喜
,
S
.
.i

ifrif
.

M

a
n
d
o
n
n
et.
B
ib
tio
g
r
a
p
h
ie
th
o
m
iste
.
1
9
･')
,
p
.
x
x
.

〔証
二
)

ラ
テ
ン
の
原
文
で
は
ト
ソ

コ
の
琴

首
は
三
人
稀
で
書
か
れ
て
ゐ
る
が
'
誠
で
は
便
宜
上

一
人
稀
に
攻
め
て
駅
諾
し
た
O

(
p

rocess
u
s,
n
.
5
8)

(
託
三
)

P
e
lste
r,
D
ie
a
Jte
re
n
B
io
g
ra
p
h
ie
n
d
e
s
h
l.
T

h
o
m
a
s
v
o
n
A
q
u
in
o
,
Z
eitsc
h
rift
fiir
k
ath
o
lisch
e
T
h

eo
lo
g
ie,
19
20
.
S
.
I?83,

ニ

ト
ッ

コ
は
彼

自

ら

も
言

へ
る

如

-

､

･L
I

マ
ス
の
血

族

よ

･Ja
源
泉

的
資

料

を

得

カ

｡
ト
ッ

コ
は

'

一
三
一
七
年

の
十

.i
月

頃

か

ら

'

ア
ブ

ル
ッ
チ

(
A

b
r

uzz
i)
地
方

に
住

む

ト

ー

マ

ス
の
末

の
妹

テ
オ

ド

-
ラ
(
ヨ
ニ

ッ
パ
に
於
て
麗
々
異
例

を
見
る
如
-
ト
ー

マ
ス
の
偲
も
ー司
じ
-
テ
オ
ド
-
ヲ

T
e
od

ora
と
亨

芸

の
人
で
あ
っ
た
)
の
子

'

マ
ル

シ

コ
の
伯

爵

rl
I

マ
ス

･
デ

･
サ

ン

･
セ
ゲ

エ
リ

ー

ノ

の
家

を
訪

れ

た

の

で

あ

っ
た
｡

そ

し

て

ト

ッ

コ
は
先

づ

伯

番

よ

ヵ
t

-

マ
ス
に
関

す

る
琴

言
を
得

允
｡

の
み

覆
ら

ず

そ

rJ
で

･L
I

マ
ス

･
デ

･
サ

/

･
セ
ヴ
ェ

リ

ー

ノ
の

い
と

rJ
で
あ

与
'

ま

た

望

ト

ー

マ
ス
の
も

う

一

人

の
女

p
Jよ
う
だ

い
の

マ
リ

ー

ア

(
M

a
ria
)

の
息

女

た

る

カ

ク

リ

ー
ナ
(
フ
ラ

ン

チ
ェ
ス
コ
･
ダ

･
モ
ー

ラ
の
夫
人
に
し
て
思
時
既
に

老
齢
に
達
し
で
膳
た
)

に
も

遇

ふ

rJ
と
が

出

凍

L
l
｡

斯

-

し

て

･L
ツ

コ
は
彼

女

か
ら

も
種

々
望

ト

ー

マ
ス
に
関

す

る
雷

富

を

赦

取

し

た
｡

丑

rL
I
マ
ス
に

は

兄
弟

六

人

と

姉

妹

五

入

あ

つ
た
が

'

右

に
引

用

し

王
人

々
と

ト

-

マ

ス
と

の
関

係

を
表

示

す

れ

ば

次

の
如

-

ほ
在

る
(証
)
｡



管

-

マ

ス
の
誓

H

テ

オ

ド

-ラ オ＼■一一､′･一一_/

I
望
･L
I

マ
ス

-

マ
リ

ー

ー

テ

オ

ド

-

ラ ア
･′~､＼ /( ＼

サ ル サ ダ

ン リ ン 1)

･ジ ･エ

蔓 強 を 筈

17･ 1)

ー
ノ
夫
人

T

ヵ

ク

リ
ー

ナ

_
ノ
夫
人

T

･L
･

マ

ス
･
.,lア

･

サ
ン

･
セ
ェ

グ

リ
ー

ノ

(
証
)

P
rocessus
n
,
607
6
9
,

etc,;
T

occo,V
it
a

S
･
T
h
om
ae
(P
rtim
m
er
海
)
C
,
x
x
x
vTI
J･
P
eg
u
e
e
t
M
aq
uart,S
a
in
t
T
h
o
m
a
s
,

Sa
v
ie

p
ar
T
occ
o･
C,x
x
x
v
m

;
Scandon
e,
L
a

vita,
la
fam
叫g
)ia
e
)a
p
a
tr
ia
d
]J
S
.
T
om
m
a
s
o
(S.
T
om
m
a
s

o
d
'
A
qu
ino
.

M

is
c

e71an
e
a
s
to
r
ic
o･
artisti
c
a
,
tOtN4)

三

聖
ト
ー

マ

ス
と
同
じ
ド

ミ
ニ
コ
曾
員
で
､
各
地
の
同
曾
修
道
院
に
於
て
ト
ー

マ
ス
を
知
-
､
ま
た
は
彼
と
親
し

-
交
ろ
'
或
は
･1
-

マ
ス
の
俸
詑
史
料
を
集
め
を
ど
し
ね
人
々
の
琴
言
は
t
J･
ツ
コ
の
著
述
の
有
力
在
る
源
泉
的
資
料

を
構
成
し
た
｡
rJ
れ
は
ナ
ポ
リ
の
詮
聖
調
査
に
於
け
る
彼
の
琴
言
に
徴
し
て
も
明
で
あ
る
(竺

)｡
そ
の
う
ち
最
79
重
要

な
の
は
､
レ
デ
ナ

ル
ド

･
ダ

･
ピ

ベ

ル
ノ

(
R
e
g
in
atd
o
d
a
P
ip
ern
o
)
及

び

ト

ロ
メ

オ

･
ダ

･
ル

ッ
カ

(T
olo
m
eo
da

L
u
cca)

の
琴
言
で
あ
る
｡

レ
デ
ナ

ル
ド
は
後
に
述
べ
る
如
-
､
･1
-

マ
ス
に
最
も
近
-
仕

へ
L
l重
要
人
物
で

あ

る
｡

ま
ね
ト
ロ
メ
オ
と
聖
ト
ー

マ
ス
と
の
重
要
在
る
踊
係
､
及
び
･L
ロ
メ
オ
に
聖
ト
ー

マ
ス
の
俸
記
を
含
む
著
述
あ
る
rJ
と

等

に

就

て

は
欧

に

別

の
横

合

に

於

て

述

べ

た

(拙
稿

｢
碩
拳
中
の
聖
者
ト
ー
マ
ス
･
ア
ク
ィ
ナ
ヱ

神
戸
商
大
創
空

手

周
年
記
念
論
文
集

一
七

〇
貫
以
下
参
照
)
.

荷
こ
こ
に

二
百
次
の
.革
質
に
注
意
し
て
息
き
た

い
｡
即
ち
そ
れ
は
ナ
ポ
リ
に
於
け
る
詮
堂
調
書
中
に
あ

る
･L
ツ
コ
の
撃

岩
室
弱
め
ば
'
ド
ミ
ニ
コ
曾
修
士
ぺ
ト
ル
ス

･
デ

･

セ

シ

ア

(Petrus
d
e
S
etia)
も
ト
ッ
コ
に
重
要
夜

ト
ツ
コ
著

｢
塑
ト
ー
マ
.ス
･
ア
ク
ィ
ナ
ス
停
｣
の
弾
泉

(
三
一
五
)

五



蟹

ハ
十
番

第
二
錬

(
三二
六
)

六

る
撃

呂
を
輿

へ
ね
人
と
在
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
rJ
と
で
あ
る
(琴

7)｡
然
し
こ
の
事
賓
は
ト
ッ
コ
が
其
後
自
著

｢
ト
ー

マ
ス

俸
｣
に
於
て
述
べ
て
ゐ
る
如
-
'
ぺ
･L
ル

ス
と

上
述
の
レ
ヂ
ナ
ル
ド
を
混
同
し
た
も
の
と
恩
は
れ
る
(警

1)
0

(証
l
)
P

r

o
ce
ss
us,
n
･
681
65･

(#
11)
P
r
o

cessus
J
n
･
58･

(証
三
)
ナ
ポ

ッ
の
定
型
調
査
常
時
に
於
け
る
ト
ヅ

コ
の
記
憶

に
従

(
ば
､
聖
ト
ー
マ
ス
の
葬

儀

に
際

L
t
弔

ひ
の
設
数
を
し
て
ト
ー

マ

ス

の
終
生
童
貞

(
肉
燈
的
梼
稗
的
童
貞
を
含
む
)
を
琴
盲
し
た
人
は
､
英
国
ド
ミ
ニ
コ
骨
の

P
r
o
c
u
r
at
oL･
べ
ト
ル
ス
修
士

(F
r
.
P
et
ru
s
d
e
S
e
t
ia
)

の
よ
う
に
思
は

れ
て
ゐ
た
(
撃

7参
照
)
｡
然
る
に
､
ト
ッ

コ
の
ト
ー
マ
ス
侍
に
は
次

の
如
-
記
さ

れ
て
ゐ
る
O
即
ち
'
彼
が
註
聖
促

進
の
た
め
ア
ブ

ィ

ニ
オ

ン
(
再
度

の

舶
奴
を
し
た
と
き
'
ト

ー
マ
ス
が
夢
に
現
ほ
れ
た
の
で
､

｢
私
は
あ
な
た
の
全
生
産
に
わ
た
る
停
記
を
お
書
き
致
し
ま
し
た
0
そ
の
う
ち
の
或
る
感
歎
す

べ
き

l
事
に
つ
き
'
私
は
そ
れ
が
果
し
て
事
寛
と
仝
-

一
致
し
て
ゐ
る
か
香
か
を
知
り
た
い
と
存
じ
ま
す
O
あ
な
た
は
轡

永
眠
の
時
ま
で
､
ペ
ト
ル
ス
修

士
が
説
教
せ
ら
れ
た
如
-
.
生
れ
た
ま
ま
の
童
貞
を
守

り
通
さ
れ
た
の
で
御
座

い
ま
せ
う
か
｣
と
'
ト
ッ

コ
は
か
-
尋
ね
た
O
そ
の
と
き
ト
ー
マ
ス
は
そ

の
誇
節
に
少
し
轟
か
む
が
如
き
桂
子
を
し
た
の
ち
'
そ
の
通
り
で
あ
る
が
､
説
教
を
し
た
の
は
ペ
ト
ル
ス
修
士
で
な
-
､
私
の
伴
侶

レ
ヂ
ナ

ル
ド
修
士
で

あ
っ
た
｣
と
答
え
た

(T

occo,V
it
a

〔
P

riim
m
er〕
C
･
x
x
v
Tll
;
P
eg
u
e
e
t
M
a
qua
rt,
op
.
°
it.
C
.
X
X
IX
).

四

ト
ッ
コ
は
ト
ー

マ
ス
臨
終
の
場
所
で
あ
っ
た
フ
ォ
ッ
サ
ノ
ー

ヴ
ア
に
於
け
る
チ
ス
テ
ル
チ

ェ
ン
セ
合
修
道
院
の

多
数
の
修
士
た
ち
ょ
-
ト
ー

マ

ス
に
関
す
る
資
料
を
得
た
｡
彼
は

二
二
一
九
年
四
月
よ
与
約
四
ケ
月
間
に
わ
ね
ら
同
修

道
院
に
滞
在
し
て
種
々
調
査
す
る
と
fJ
ろ
が
あ
っ
た

(Processus.
n163.64
こ
anssens
op
･
cit.
p
1
466)0

五

･L
ツ
コ
は
'
聖
職
に
身
を
温
か
取
多
数
の
普
通
人
か
ら
も
種
々
琴
吉
を
聞

い
た
｡
就
中
最
も
重
要
な
の
は
.,,
〟

ト

ロ
メ
ォ

･
ダ

･
カ
プ
ア
の
琴
盲
で
あ
る
｡

バ
ル
ト
p
メ
オ
が
ト
ッ

n
に
と
与
重
要
夜
琴
富
者
で
あ
っ
た
rJ
と
は
､
詮



聖
調
書
に
放
け
る
J･
ツ
コ
及
び
バ
ル

ト
ロ
メ
オ
の
琴
言
､
並
は
後
者
の
人
物

･
職
業

･
業
路
等
を
知
れ
ば
容
易
に
想
定

し
得
る
こ
と
と
恩
ふ
.
J･
ツ
コ
の
琴
言
中
に
は
大
要
次
の
如
き
意
味
の
句
を
讃
む
rJ
と
が
出
凍
る
'｢
･1
-

マ
ス
を
知
力
､

ヽ
ヽ

彼
と
生
活
を
共
に
し
た
多
数
の
人
々
､

殊
に
レ
ヂ
ナ
ル

ド
修
士
及
び
'̂,l
ル
ト
ロ
メ
オ

･
ダ

･
カ
プ
ア
か
ら
'
私
は
同
様

の
こ
と
を
聞
い
た
｣
と

(傍
瓢
等
老
)

(,,,,,.et
au
d
ivi
t

e
tiam

d
ic
i.
e巾
referI,i
praed
icta
a
p
lu
rib
us
R
etigi
osis

et
secul
arib
u
s
an
tlq
u
lS.
q
ul
eum
COgn
OVerunt〉
et
COnVerSati
fu
e-unt
eum

eo,
et
specialiter
a
su
p
rad
icto

F
r.
R
eg
in
ald
s.
et
a
D
o
m
ino
B
arth
o
tom
eo
d
e
C
ap
ua･･････P
rocessus
n
.59)｡
ま
ね
他
方
に
於

で､
パ
ル

･L
ロ
メ
オ

が
ジ
ョ
ゲ
ァ
ン
ニ
･

デ

ル

･
ジ
ュ
ー
デ
ィ
チ
ェ
か
ら
pL
I

マ
ス
に
関
す
る
重
要
在
る
事
賓
を
聞

い
た
と
き
'
彼
は

｢そ

れ
を
出
家
得
る
阻

み
速
に
グ
リ

エ
ル
モ
･
ダ

･
ト
ッ
コ
及
び
そ
の
ほ
か
多
数
の
ド
ミ
ニ
つ
曾
修
士
に
知
ら
せ
た
｣
と
語

っ
て
居
る

(‥
.,,.et
dictus
testis
h
a
ec
revetavit
et
d
ixie,
quam
cito
p
otuit,
F
r･
G
uilh
eim
o
d
e
T
occo,
et

p

tu
rib
u
s

a

t

iis

P
ra
e

d
ic
a
t
o

ribus
･･･…

P
r
o

cessus
,

n
･
7
9
)

｡

か
-
の
如
-
パ
ル
ト
ロ
メ
オ
が
符
に
ト
ッ
コ
を
と
ろ
充
て

て
名
指
し
て
ゐ
る
尊
書
は
'
先
に
引
用
L
Ll
ト
ッ
コ
の
琴
言
と
相
侯
っ

て､
パ

ル

･L
ロ
メ
オ
が
ト
ー

マ
ス
に
閑
L
t
屡

々
ト
ッ
コ
と
話
し
食
っ
た
こ
と
を
想
像
せ
し
め
る
｡
rJ,,
ル
ト
ロ
メ
オ
は

〓

1四
八
年
カ
プ
ア
は
生
れ
吾
人
t
J
'
ト

ー

マ

ス
が
晩
年
ナ
ポ
リ
で
講
義
し
た
頃
は
同
地
で
畢
生
生
活
を
も
-
つ
て
ゐ
ね
｡
彼
は
聖
者
の
撃
誼
に
探
き
威
銘
を
得
て
其

熱
心
在
る
信
奉
者
と
夜
つ
ね
｡

二

一七
八
年
に
は
観
王
カ
ル
こ

散
よ
ら
民
旗
の
教
授
売
る
資
格
を
附
輿
せ
ら
れ
､
後

に

は
p
roton
otai･io
や

1og
o
teta(註
1)
の
重
職
に
就
任
し
た
｡
彼
は
カ
ル

二

世
及
び
カ
ル

ヱ

一世
を
し
て
聖
ト
ー

マ

ト
ツ
n
著

｢
聖
ト

ー
マ
ス
･
ア
ク
ィ
ナ
ス
停
｣

の
源
泉

(
三

一
七
)

七



第
六
十
巻

第
二
班

(三
7
八
)

タ

ス
の
屈
す
る
ド
ミ
エ
コ
骨
に
厚
意
を
持
ね
し
め
､
ま
た
之
を
援
助
せ
し
め
た
｡
彼
は
'
ト
ー
マ
ス
を
知
ら
ま
ね
は
彼
と

親
交
の
あ
っ
カ
多
数
の
ド
ミ
ニ
コ
禽
修
道
士
と
親
し
き
間
柄
に
あ
っ
た
の
で
'
此
等
の
人
々
よ
ろ
pl
I

マ
ス
に
掬
す
る

種
々
の
報
告
を
得
た
｡
就
中
最
も
重
要
な
の
は
次
の
三
者
の
琴
言
で
あ
る
(撃
一)
0

‖

レ
デ
ナ
ル
ド

･
ダ

･
ピ
ベ
ル
ノ
ー

ト
ー

マ

ス
の
伴
侶
'

り

',,W

ヴ
ア
ン
二
･
ダ

･
サ
ン
･
ジ
ュ
リ
ア
-

ノ
ー

rL
I

マ

ス
の
ド
ミ
ニ
コ
食
入
食
を
許
可
し
た
蛋
父
'

何

ジ
ョ
ヴ
ア
ン
こ
･
ダ

･
カ
イ
ア
ッ
ツ
ォ

ー
パ
リ

及
び
ナ
ポ
リ
で
rL
I

マ
ス
と
共
同
生
活
を
覆
し
'
彼
と
親
密

在
る
交
-
を
頼
け
た
有
力
な
る
ド
ミ
ニ
コ
骨
修
道
士
､

多
数
の
重
要
在
る
ド
ミ
ニ
コ
骨
修
道
士
よ
-
ト
ー

マ
ス
の
話
を
聞
い
て
ゐ
た
パ
ル

･L
ロ
メ
オ

･
ダ

･
カ
プ
ア
は
､
卒

素
か
ら
唯
に
ト
ー

マ

ス
の
著
書
日
銀
を
作
っ
て
ゐ
た
の
み
在
ら
ず
'
ま
た
ト
ー

マ
ス
の
樽
詑
史
料
を
JP
集
め
て
ゐ
た
も

の
の
や
う
に
恩
は
れ
る
｡
そ
れ
在
れ
ば
こ
そ
､
彼
の
作
つ
カ
著
書
日
銀
が
､
詮
望
調
査
に
於
け
る
オ
フ
ィ
ッ
シ
ァ
ル
を

著
書
日
銀
に
採
用
n
れ
る
ほ
ど
立
派
を
も
の
と
在
っ
た
の
で
も
あ
う
､
ま
た
詮
望
調
査
に
際
し
.､
早
速
･1
-

マ
ス
の
絶

和
的
俸
記
に
近

い
79
の
を
琴
言
と
し
て
提
出
す
る
rJ
と
が
出
家
た
の
で
あ
ら
う
｡
パ
ル

･L
ロ
メ
オ

･
ダ

･
カ
プ
ア
が
･L

ッ
n
に
封
し
､
認
聖
調
査
に
提
出
し
た
琴
吉
の
登
部
を
語
ら
樽

へ
LI
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
｡
聾
者
に
は
勿
論
全
部
を

棒

へ
王
も
.の
と
は
信
じ
ら
れ
覆

い
(竺
)
｡

然
し
パ
ル
･L
ロ
メ
オ
が
､
･L
I
マ
ス
に
関
す
る
多
-
の
寄
算
を
･-
ツ
n
に

告
げ
L
l
rJ
と
は
'
欧
に
蓮
べ
た
如
-
'
想
像
す
る
ほ
難
-
孜

い
O



(
誌

こ

(o
g
o
t
e
ta

の
字
義

-
フ

ィ
ノ

カ
ー
に
ょ
れ
ば

T
〇
二
二
年
頃
は

Canceriere
の
官
職
を
指
し
た
0

ま
た

マ
イ
ヤ
ー
に
役

(
ば
､
十
二
世
紀
の

初
頭
頃
は

｢
直
提
王
に
報
脅
し

､
r･l

の
決
定
事
項
を
甘
岳

に
取
次
ぐ
官
職
｣
を
指
し
た

O
更
に

二

三
二
年
頃

に
は

ロ
ゴ
チ
ー
ク
は

Can
c
e
r
i
ere
の
下

に
凝
す
る
官
職
を
意
妹
し
た
よ
う
で
あ
る
O
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
の
時
代
に
如
何
な
る
意
味
に
伐
ほ
れ
て
ゐ
た
か
は
遺
憾
な
が
ら
椅
確
な
る
根
強
を

持
た
ぬ
｡

然
し
大
鰹
上
記
の
如
き
意
味
に
使
は
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
O
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
に
関
す
る
記
事
に
は

｢
非
常

に
高

い
ロ
ゴ
テ
ー
タ
の
職
｣
と
云
ふ
字
句
が

繰
超
さ
れ
て
ゐ
る
O
伯
こ
の
際
'
右
の
字
義
輝
明
に
つ
き
種
々
便
宜
と
助
言
を
輿

(
ら
れ
た
宮
下
孝
吉
数
段
に
謝
意
を
ェ
衣
し
て
む
き
た
い
と
思
ふ
｡

(V
g
】.

F
ic
k
e
r
.
F
o
r
sc
h
u
n
g
e
n
zu
r
R
e
ic
h
s-

u
n
d
R
e
c
h
tsg
e
sc
h
ic
h
te
l
ta
lie
n
s,
1
･
B
a
n
d
,
S
1
3
9
5
;

M
a
y
er
,
Ita
lie
n
isch
e

V
e
r
fa
s
su
n
g
s～

g
e
sc
h
ic
h
te
v
o
n
d
e
r
G
o
th
e
n
z
e
it
b
iョ
zu
r
Z
u
n
fth
e
r
rsc
h
a
f
t,
fL
B
a
n
d
,
S
.
S
S的
f.
;
M
a
n
d
o
n
n
et.
E
c
r
its
a
u
t
he
n
tiq
u
e
s,
p
.
529)
O

(
誼
二
)

T
a
u
risa
n
o
,
()isc
e
p
o
ti
e
bi
o

g
r
a
fi
d
i
S
･
T
o
rn
m
a
s
o
･
(S
･
T
om
m
a
s
o
d
'A
q
u
in
o,諾
isc
e
71a
n
e
a

s
巾orico･artistic
a
Z
p
p
.
t(I)･｡j

I
t
J58
)
…
P
r
o
c
e
ssu
s
n
.
7
6-
8
･t
;

P
e
tste
r
,
D
ie
巴

te
r
en
B
io
g
r
a
p
hie
n
J
S
.LE38
9
f,

(
註

三
)

バ
ル
ト
ロ
メ
オ

･
ダ

･
カ
プ
ア
は
苗
繋
調
査
に
投
出
し
た
琴
盲
の
仝
部
を
rl
ッ
コ

に
停

(
た
と
は
円
心
は
れ
な
い
.

今
そ
の
理
由

の

1
つ
を
こ
JJ
に

略
述

し
ょ
う
｡

空
ト
ー

マ
ス
は
-
成
年
期
に
浸
し
た
頃
､

一
切
の
世
俗
的
朱
筆
を
は
な
れ
専
ら
所
り
と
研
究
の
塵
桁
を
営
む
た
め
､

ド
ミ
ニ
コ
骨
に
は
い
る
こ
と
を
堅

-
心
に
決
し
て
ゐ
た
｡
然
し
彼
の
父
は
､
ト
ー
マ
ス
を
婿
奔
も
つ
と
祭
政
に
就
か
し
め
'
且
世
俗
的
棒
静
を
も
鋸
は
し
め
た
い
と
襲

っ
て
ゐ
た
｡
そ
こ
で

彼
は
ト
ー

マ
ス
の
意
志
を
覆
す
た
め
'
ト
ー

マ
ス
を
年
像
に
わ
た
り
自
分
の
城

に
監
禁
し
た
の
で
あ

っ
た
｡
恭
し
ト
ー

マ
ス
の
意
志
は
牢
と
し
て
動
か
な

か
っ
た
｡

1

,.J
こ
資
で
は
す
べ
L,
の
停
説
が

一
致
し
て
ゐ
る
｡
然
し
ト
ー

マ
ス
が
終

に
父
の
許
諾
を
得
て
素
志
を
貫
微
す
る
に
到

っ
た
か
'
そ
れ
と
も

み
づ
か
ら
父
の
監
禁
を
取
出
し
た
か
の
鮎
に
就
て
は
停
説
は
分
れ
る
O

バ
ル
ト
オ

･
ダ

･
カ
プ
ア
に
社

へ
ば
､
ト
ー

マ
ス
の
父
は
母
方
の
印
厨
に
ほ
だ
さ
れ
て
ト
ー
マ
ス
に
自
由
を
輿

(
た
0
そ
し
て
こ
の
事
箕
は
ジ
ョ
ブ
ァ

ン
ニ
･
ダ

･
サ
ン
･
ジ
ュ

ユ
リ
ア
-
ノ

(
ト
ー

マ
ス
に

ド
,"
こ
コ
骨
人
骨
を
許
可
し
た
室
父
で
'
時
々
監
禁
中
の
ト
ー
マ
ス
を
訪
れ
た
修
道
士
)
に
よ
っ

て
,
ナ
ポ
リ
の
ド
ミ
ニ
コ
骨
修
道
院
に
侍

へ
ら
れ
た
｡
,J
れ
は
同
修
道
院

の
内
外
に
於
て
療

し
-
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
(
P
1-OCeSSuS,nす7
6)○

ト
ツ
コ
著

｢
津
ト
ー
マ
ス
･
ア
ク
イ
ナ
ス
停
｣

の
源
泉

(≡

九
)

九



第
六
十
谷

第
三
貌

(
三
二

〇
)

1
0

衆

に
ト
リ

コ
に
よ
れ
ば
'

ト
ー
マ
ス
は
城
壁
に
網
を
お
ろ
し
て
腹
起
し
Lj
ゐ
る
｡
此
鮎
ト
ッ

コ
は
ト

ロ
メ
オ

･
ダ

･
ル
ッ
カ
詮

に
依
存
し

(
V

it
a

d
i

S
.T
o
m
m
aso
s

critta
d
a
Er
a
T

olom
eo
d

a

L
u
c
caYT
a
u

r
i
s
a
n

o
.

op
.c
it.
p
.
i83)'
ト
ー

マ
ス

･
カ
ン

テ
ィ
プ
ラ

タ
ー
ヌス
に
近
づ

い
て

ゐ

る
や
う
で
あ
る

(P
etster,S
.
J
.

op.
c
it.

S
.
I
rI

89)
O

恩
ふ
に
ト
ー

マ
ス
･
カ
ン
テ
ィ

プ
ラ
タ
ー

ヌ
ス
'
及
び

ト

ロ
メ
オ

･
ダ

･
ル
ッ
カ
の
系
統
に
属
す
る
ト
ツ
コ

の
記
は
､
恐
ら
-
参
賀
を
多
少
ド
ラ

マ
テ

ィ
ッ
ク
に
俸

へ
た
世
評

に
基
礎
を
お

い
て
ゐ
る
も

の
の
よ
う
で
あ
る
O

之
に
反
し
'
バ
ル
ト

ロ
メ
オ

･
ダ

･
カ
プ

ア
詮
は
停
説
を
初

め
て
産
ん
だ
源
泉
的

な
場
所
と
人

に
其
択
抜

を
求
め
て
ゐ
る
.
私
は
バ
ル
ト

ロ
メ
オ

･
ダ

･
カ
プ

ア
が
ナ
ポ
リ
の
ド
ミ
ニ
n
骨
修
道
者
た
ち
と
親
密
な
る
関
係

に
あ

っ
た
こ
と

を
も
併
せ
考

(
'
彼

の
祝

に
よ
り
多
-

の
信
親
を
持

つ
O
ト
ッ

コ
が
バ
ル
ト

ロ
メ
オ

･
ダ

･
カ
プ

ア
の
孜
を
探
ら
ず
'
巷
詮
を
根
按
と
し
て
探
り
T<
れ
た

の
は
'
バ
ル
ト

ロ
メ
オ

･
ダ

･
カ
プ

ア
よ

り
上
述

の
話
を
好

か
な
か

っ
た
た
め
で
あ
る
と
思
ふ
o

二

T

ト
ー
マ
ス
に
関
す
る
詮
聖
調
書
､
殊
に
ナ
ポ
リ
に
於
け
る
詮
聖
調
書
が
'
非
常
に
有
力
在
る
t
I

マ

ス
倖
記
史

蹄
在
る
乙
と
は
別
の
横
倉
に
於
で
述
べ
て
温
い
Llへ前
掲
記
念
論
文
集
三

四
貫
以
下
参
照
｡

さ
て
鼓
に
問
題
と
在
る
の
は
'
･1

ッ
コ
が
fJ
の
詮
聖
調
書
を
利
用
し
た
か
ど
う
か
と
言
ふ
瓢
で
あ
る
｡
詮
望
調
書
の
公
開
は
'
琴
富
者
叉
は
其
他
の
現
存

者
の
名
愚
琵

関
す
る
rJ
と
も
あ
-
得
る
の
で

一
般
に
許
さ
れ
て
ゐ
覆

い
｡
の
み
掌
ら
ず
ト
ッ
コ
は
詮
聖
調
査
を
教
皇
に

申
請
し
て
そ
の
裁
可
を
得
ね
人
で
は
あ
る
が
､
教
皇
に
ょ
つ
て
任
命
さ
れ
た
詮
瞥
調
査
肇

貝
で
は
な
か
つ
ね
｡
故
に
彼

は
認
堂
調
馨
は
於

で'
自
ら
琴
言
を
提
出
す
る
地
位
に
は
立
つ
王
が
､
公
式
に
琴
言
を
受
理
す
る
地
位
に
は
置
か
れ

て

ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
rJ
の
瓢
か
ら
見
て
も
彼
は
詮
堂
調
査
室
試
せ
を
か
っ
た
も
の
と
恩
ふ
｡
今
椴
は
彼
の



た
め
特
に
そ
の
閲
覚
が
許
さ
れ
た
と
し
で
73,､
次
の
事
賓
は
乙
の
暇
定
を
覆
す
も
の
と
言
は
沿
ば
を
ら
沿
｡

伺

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
一1
･
コ
ッ
パ
･
ダ

･
ナ
ポ
リ

(G
io
vanni
C
o
p
pa
da
Na
p
o
ti)

は
､
そ
の
賓
兄
が
ノ
ア
ィ
リ
オ

･

ダ

･
ナ
ポ
リ
修
士

(F
r.
B
on
o
Bg
lio
da
N
ap
Dti)
と
共
に
､
･L
I

マ
ス
の
頭
上
に
強
5'光
の
星
が
輝

い
た
rJ
と
を
目
撃

し
た
｡
彼
が
fJ
の
寄
算
を
詮
堂
調
査
に
於
て
供
遷
し
ね
こ
と
は
同
調
書
は
明
で
あ
る
(響
)
｡

然
る
に
ト
ツ
コ
は
よ
れ
ば

ボ
ノ
ブ
ィ
リ
オ
が
座
を
は
ず
し

て居
た
間
に
'

コ
ッ
パ
が
之
を
見
Ll
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
(撃
こ
｡
若
し
ト
ッ
コ
が
詮
聖

調
書
を
蔑
ん
で
ゐ
た
な
ら
ば
､
必
ず
や
護
壕
力
の
最
も
張
い
目
撃
者
の
琴
言
を
採
用
し
た
で
あ
ら
う
.
従
っ
て
右
の
如

き
謬
詮
に
は
陥
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
恩
は
れ
る
.

(註
一
)
P
e
g
u
e

e
t

M

a
q
u
art,
o
p
.
c
it･
p
･

･.304
-
占
0
6
∴

M

a
n
d
o
n
n
et,
L
a
can
o
n
山s
a
t
io
n

d
e

ユ
a
i
n
t

T

hom
a
s

d
.

A
q
u
in
,
M

e
Ia
n
g
e
s

tho
m
is
t
e
s
.
4
9
r
t
p
･
3
1･

(詮
二
)
T
occ
o
.
V

it
a

(ed
,Prtim
m
er)
C･L
V
t･

㈲

ナ
ポ
リ
の
詮
望
調
査
の
加雪
白
提
出
者
で
あ
る
フ
ォ
ッ
サ
ノ
ー

ゲ

ァ
の
修
道
士
ピ
エ
･L
p

(P
ietr.
d
e
t
Castelto

di
M
onte
San
G
iovann
i
)

は
､
自
ら
目
撃
し
た
と
こ
ろ
に
基

き
大
約
次
の
如
き
寄
算
を
述
べ
イし
ゐ
る
｡

｢
望
ト
ー

マ
ス
が
最
後
の
病
気
に
躍
っ
て
食
慾
を
失
っ
て
ゐ
た

と

き
'
彼
の
伴
侶

レ
ヂ
ナ
ル
ド
は
衰
弱
を
防
ぐ
た
め

も
つ
と
食
事
を
と
る
rJ
と
を
勧
め
莞

然
し
病
人
は

『
壁
の
健
が
得
ら
れ
る
で
せ
う
か
』
と
尋
ね
る
の
で

あ

っ
泡
O

『
そ
れ
は
ア
ル
プ
ス
を
越
え
V
'
イ
ギ
リ
ス
か
フ
ラ
ン
ス
に
で
も
行
か
を

い
限
み
得
ら
れ
覆
い
で
せ
う
』
｡
･L
I
マ
ス
と

下
ツ

コ
著

｢
盈

ト

ー
マ
ス
･
ア
ク
ィ
ナ
ス
停
｣

の
源
泉

(三
三

)

〓



第
六
十
巻

解
三
雄

(三

二
二)

1

二

レ
デ
ナ
ル

ド
と
の
間
に
か
か
る
問
答
が
始
ま
っ
て
か
ら
､
し
ば
し
此
話
題
は
績

い
た
｡

そ
の
折
､
ガ

ル
ド
ナ
リ
ク
ス
と

言
ふ
平
素
fJ
の
此
地
方
で
鰯
を
商
っ
て
ゐ
る
男
が
兼
ね
｡

レ
デ
テ
ル
ド
は
そ
の
寵
を
あ
け
さ
せ
た
と
pJ
ろ
'
生
の
額
が

一
ば

い
満
ち
て
ゐ
た
｡

-
=
････そ
れ
を
買
以
求
め
て
私
(…

ri
D
修
士
を
指
す
～
聾
者
)
も
ト
ー

マ
ス
7g
､
ま
た
そ
こ
に
居
各

せ
il
多
数
の
人
々
も
皆
こ
れ
を
食
べ
溌
｣へ誌
こ

O

か
ッ
コ
は
右
の
琴
言
を
知
ら
ざ
る
も
の
の
如
-
､
乙
の
琵
接
カ
の
よ
ら
張

い
目
撃
者
の
琴
富
を
探
ら
ず
､
澄
接
カ
の

よ
-
薄
弱
を
巷
説
を
膳
接
と
し

てと
ら
入
れ
て
ゐ
る
｡
釦
ち
彼
に
よ
れ
ば
､
鰍
の
rJ
と
は
就
て
･1
-

マ
ス
と
話
新
二
父
し

允
の
も
う
ま
た
か
の
魚
商
人
を
呼
び
と
め
て
魚
寵
を
あ
け
さ
せ
王
の
.も

レ
ヂ
ナ
ル

ド

･
ダ

･
ピ
ベ
ル

ノ
で
は
を
-
う
ど

ベ
ル

ノ
の
欝
者
と
言
ふ
こ
と
に
在
っ

てゐ
る
｡
ま
L
l
ト
ッ

コ
に
従

へ
ば
･L
I

マ

ス
は
健
に
手
を
つ
け
て
屠
ら
ず
'
ダ

ゲ

ィ
ド
に
敏
弘
rJ
れ
を
犠
牲
と
L
Y
碑
に
捧
げ
主
こ
と
に
在
っ
て
ゐ
る
〔琴
一)
｡

rJ
れ
等
の
革
質
は
･L
ツ
コ
が
誼
翌
調
書
を

読
ま
な
か
っ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
理
解
し
難

い
｡

(
註

こ

P
rocessus.
n
.
60,

(
読
ニ
)
P

r

ocessus､
n
.9
;
T

occo.V
]tta

(P
riim
m
er)
C
,
LVI
,

･L
ツ
コ
が
認
聖
調
書
計
承

崩
し
を
か
っ
王
事
賓
の
論
憲
は
右
の
程
度
に
と
ど
め
て
Aつ
-
O
然
し
藁
に
注
意
し
て
あ
き

た
い
乙
と
は
'
ト
ッ
コ
が
右
の
調
書
に
記
さ
れ
た
護
人
中
の
幾
人
か
と
個
人
的
に
両
接
し
て
琴
富
の
反
覆
を
低
級
し
溌

こ
と
で
あ
る
｡
即
ち
.ト
ッ
コ
は
上
記
澄
人
の
多
-
を
個
人
的
に
知
っ
て
ゐ
王
か
ら
'
ナ
ポ

リ
の
詮
盟
調
査
の
好
機
を
利



周
し
て
彼
等
の
或
者
よ
-
個
人
的
に
報
道
を
得
､
段
で
常
時
執
筆
中
の
ト
-

マ
ス
樽
の
資
科
を
豊
富
に
す
る
事
が
出
水

ね
の
で
あ
る
｡

ニ

ト
ロ
メ
オ

･
ダ
.
ル
ッ
カ
が
､
共
著

B
reves
A
nn
a
l
e
s

t
8
0
3
-

]
53
0
6

及

び

H
is
to
r
ia
E

cclesi
a
s
t
i
c

tq
l[31は
｣
:317

に
於

で
､
fl
I
マ
ス
の
俸
記
を
取
扱
つ
ね
rJ
と
は
掬
し
て
は
既
に

述

べ
Ll
(前
鵜
記
念
論
文
集
〓
ハ九
⊥

七
四
貫
)
｡

ト
ロ
メ

ヽ
ヽ

オ
の
奮
友
･L
ヅ
コ
が
rJ
の
}
i
i
s
t
o
r
i
a

の
存
在
を
知
ら
在
か
つ
光
害
は
な

い
や
う
に
恩
は
れ
る
｡

そ
れ
は

｢
･1
-

マ
ス

修
士
の
数

へ
子
で
､
彼
の
聖
者
性
の
叙
述
に
多
-
の
紙
幅
を
割

い
窄

-
･･-
･･･rL
p
メ
ォ
修
士
｣
云
々
(
-

-:
･
a

F
r.

T

h
otom
eo
‥
…
q
ui
fu
it
stu
d
en
s
F
r.
T
h
om
ae.e
t

m

u
l
t
a

de
ej'us
san
Ctitate
scrip
siこ

(讐

)と
云
ふ
ト
ッ
コ

自

身
の
言
葉
に
よ
っ
て
も
想
像
す
る
rJ
と
が
出
凍
る
｡
然
し
此
の
句
自
身
が
ま
た
ト
ッ
コ
に
よ
っ
て
･1
ロ
メ
オ
の
著
述
が

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

葡
ま
れ
た
か
否
か
を
擬
は
し
め
る
基
と
も
な
る
｡
蓋
し
､
ト
ロ
メ
オ
は
･L
I

マ
ス
の
生
活
を
鷹
範
囲
に
わ
た
っ
て
取
扱

払
'
彼
の
.聖
者
性
そ
の
も
の
に
就
て
は
僅
か
よ
-
書

い
て
ゐ
覆
い
か
ら
で
あ
る
｡
尤
7P
彼
の
記
述
中
の
あ
る
も
の

(初

へ
ば
奇
蹟
)
は
､
或
る
僕
件
の
下
に
於
て
rL
I

マ
ス
の
聖
者
た
る
こ
と
を
澄
明
す
る
に
役
立
つ
｡
故
に
･1
ツ
コ
が

｢
聖

者
性
｣
在
る
言
葉
を
非
常
に
廉

い
意
味
に
使
っ
て
ゐ
告
と
考

へ
ら
れ
沿
rJ
と
Jも
な

い
｡

S,づ
れ
ほ
し
で
も
此
の
瓢
明
瞭

を
映
き
'
彼
が
･L
ロ
メ
オ
の
著
述
を
蔑
ん
だ
rJ
と
を
積
極
的
に
澄
明
す
る
東
接
と
は
を
ら
覆

い
｡

の
み
な
ら
ず
ト
ロ
メ
オ
の
著
述
と
･L
ツ
コ
の
著
述
と
は
､
例

へ
ば
次
の
如
き
鮎
に
於
て

7
敦
を
敵

い
で
ゐ
る
｡
郎
ち

ト
P
メ
ォ
に
従

へ
ば
､
レ
デ
ナ

ル
ド
が
聖
ア
グ
ネ
ス
の
停
達
に
ょ
つ
て
病
気
の
卒
癒
を
所
っ
た
と
き
t
rL
I

マ
ス
も
病

J
･
ツ

コ
著

｢
聖

ト

ー
マ
ス

･
ア
ク
ィ
ナ

ス
俸
｣

の
源
泉

(
三
二
三
)

二
一



第
六
十
番

第
三
戟

(
三
二
四
)

}
四

気

で
あ

っ
L

'-
(

堅

1)｡
と
fJ
ろ
が

･L
ロ
メ
オ
よ

み
此
話
を
聞

い
た

ト
ッ

コ
は
よ
れ
ば
'

ト
ー
マ
ス
は
病
気

で
は
夜
か
つ
ね

や
う
に
在

っ
て
ゐ
る
蒜

三
)｡

ま
た
ト

ロ
メ
オ
が
デ

･
ア
プ

ル
シ
オ
修
士

(
F
r.
de
A

p

ru
ti())

の
名
を
以

て
呼
ん
で
ゐ

る
人
物

(誌
四
)
を
'

ト
ッ

コ
は

｡'t
ク

ル
ス

･
デ

･
ア
ク
イ
ラ
庭

土

(F
r.
P
autus
d
e
A
qu
ila
)
と

言

っ
て
ゐ
る
(註
五
)0

其
他
に
も
微
細
在
る
瓢
に
つ
い
て
両
者
の
間
に
喰
弘
達
を
見
る
O
fJ
れ
等
は
､
ト
ッ

コ
が

ト

P
メ
牙
の
話
を
､
後
日
記

憶
を
殆
ど

つ
て
そ
の

｢
･L
I

マ
ス
倖
｣
中
に
追
記
し
た
も
の
で
在
か
ら
う
か
O
少
-
79
ト
ッ

n
が
執
筆
に
際
し
'
･1
p

メ
オ
の
著
述
を
参
照
し
夜
か
つ
ね
こ
と
は
革
質
で
あ
る
｡

(証
こ

P
r
o

cessu
s)
n
,
60･

(
証

二

)
Pt
o
T.o
m
eu
s

L
ucen
sis)
H
istoria
E
cclesiastica)
L
ib
.x
x
H
l,C
ap
,
x
,
ダ
ウ

タ
サ
ー
ノ
が
'
ダ
ァ
テ
ィ
カ
ー
ノ
の
図
書
館
伊
藤
の
C
od
ex

中
最
も
正
確
な
パ
ル
ペ
リ
ー
ノ
の
C
od
ex
に
よ
っ
て
確
め
~
東
に
疑
ほ
し
い
箇
所
を
十
五
世
紀
筆

鴬
の
キ
ィ

ジ

の
C
od
ex

及
び
十
七
世
紀
に
l
四
三

七
年
の
手
鴬
本
よ
り
寓
し
た
も
の
に
嘗
っ
て
確
立
し
た
テ
キ
ス
ト
に
依
る

(T
au
risan
o.
o
p
.
cit.
p
,
)85
).

(証
三
)

ib
id
;
T
o
ccoJ
V
ita
(P
riim
m
er)
C
.
L
,
;
P
e
tster
,
o
p
,
c
it･
S
･388
f･

(註
四
)
廿
tolo
m
eu
s.
op
.
cit.
L
ib
.
xx
itl,
C
ap
lX
(T
au
risan
o,
o
p
.
cit.
p
.
184,)

(散
五
)
T

occo.
V
ita
(P
riim
m
er)
C
,
I.X
.

三

エ
ン
ド

レ
ス

(Jo
sep
h

A

I
E
n
d
r
es)
は
ト
ッ

コ
が

ベ
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を
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が
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問
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述
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著
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